
(57)【要約】

【課題】　吸気マニフォールド内の音響効果に対して有

利に働きつつ、２つの吸気手段の間を燃料が迂回するこ

とを防止することができる構成のエンジンを提供する。

【解決手段】　本発明は、一方の種類が、燃料が混合さ

れていない過給気の吸気手段（不図示）であり、他方の

種類が、燃料が混合されている過給気の吸気手段（不図

示）である、２種類の過給気吸気手段を備えている少な

くとも１つのシリンダ（不図示）を有し、供給手段３８

によって吸気手段に過給気が供給される、特に間接噴射

の過給式内燃エンジンに関する。本発明によれば、供給

手段３８は、吸気手段の各々の種類用の特別な過給気供

給装置４６，５０を有している。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 方 の 種 類 が 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 の 吸 気 手 段 （ １ ２ ） で あ り 、 他 方 の 種 類
が 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い る 過 給 気 の 吸 気 手 段 （ １ ４ ） で あ る 、 ２ 種 類 の 過 給 気 吸 気 手 段 （
１ ２ ， １ ４ ） を 備 え て い る 少 な く と も １ つ の シ リ ン ダ （ １ ０ ） を 有 し 、 供 給 手 段 （ ３ ８ ）
に よ っ て 前 記 吸 気 手 段 に 過 給 気 が 供 給 さ れ る 、 特 に 間 接 噴 射 の 過 給 式 内 燃 エ ン ジ ン に お い
て 、
　 前 記 供 給 手 段 （ ３ ８ ） は 、 前 記 吸 気 手 段 （ １ ２ ， １ ４ ） の 各 々 の 種 類 用 の 特 別 な 過 給 気
供 給 装 置 （ ４ ６ ， ５ ０ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 特 に 間 接 噴 射 の 過 給 式 内 燃 エ ン
ジ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 供 給 手 段 は 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド （ ３ ８ ） を 有 し て お り 、 前 記 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド は
前 記 両 過 給 気 供 給 装 置 （ ４ ６ ， ５ ０ ） を 画 定 す る 内 部 の 仕 切 り （ ４ ４ ， ６ ２ ， ７ ０ ， ８ ６
） を 有 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 一 方 の 前 記 過 給 気 供 給 装 置 （ ４ ６ ） は 、 過 給 気 入 口 （ ４ ０ ） と 、 他 方 の 前 記 過 給 気 供 給
装 置 （ ５ ０ ） と の 連 通 を 可 能 に す る 手 段 （ ５ ６ ， ６ ４ ） と を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ま た は
２ に 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 連 通 手 段 は 、 前 記 両 過 給 気 供 給 装 置 （ ４ ６ ， ５ ０ ） を 接 続 す る 管 路 （ ５ ６ ） を 有 し
て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 管 路 （ ５ ６ ） は 絞 り 手 段 （ ６ ０ ） を 備 え て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 連 通 手 段 は 前 記 仕 切 り （ ６ ２ ） に 通 路 （ ６ ４ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の エ
ン ジ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 通 路 は 逆 止 手 段 （ ６ ６ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 通 路 は 絞 り 手 段 （ ６ ８ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 供 給 手 段 は 、 前 記 両 過 給 気 供 給 装 置 （ ４ ６ ， ５ ０ ） に 共 通 す る 空 気 入 口 （ ４ １ ） を
有 し て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 空 気 入 口 は 、 各 過 給 気 供 給 装 置 （ ４ ６ ， ５ ０ ） 内 へ の 吸 気 を 制 御 す る 絞 り 手 段 （ ４
３ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 絞 り 手 段 は バ タ フ ラ イ バ ル ブ （ ４ ３ ） で あ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 供 給 手 段 （ ３ ８ ） は 、 前 記 各 過 給 気 供 給 装 置 （ ４ ６ ， ５ ０ ） 用 の 空 気 入 口 （ ８ ８ ，
９ ２ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 一 方 の 種 類 が 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 の 吸 気 手 段 （ １ ２ ） で あ り 、 他 方 の 種 類
が 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い る 過 給 気 の 吸 気 手 段 （ １ ４ ） で あ る 、 ２ 種 類 の 過 給 気 吸 気 手 段 （
１ ２ ， １ ４ ） を 備 え て い る 少 な く と も １ つ の シ リ ン ダ （ １ ０ ） を 有 し 、 供 給 手 段 （ ３ ８ ）
に よ っ て 前 記 吸 気 手 段 に 過 給 気 が 供 給 さ れ る 、 特 に 間 接 噴 射 の 過 給 式 内 燃 エ ン ジ ン 用 の 過
給 気 の 供 給 方 法 に お い て 、
　 各 々 の 種 類 の 前 記 吸 気 手 段 に 過 給 気 を 別 々 に 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 、 過 給 気 の 供 給
方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 各 々 の 種 類 の 前 記 吸 気 手 段 に 過 給 気 を 連 続 的 に 供 給 す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 過 給 気 の
供 給 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 各 々 の 種 類 の 前 記 吸 気 手 段 に 過 給 気 を 同 時 に 供 給 す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 過 給 気 の 供
給 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 間 接 噴 射 の 過 給 式 内 燃 エ ン ジ ン 、 お よ び そ の よ う な エ ン ジ ン へ の 供 給 方
法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 よ り 詳 し く は 、 吸 気 行 程 に お い て 燃 焼 ガ ス を 掃 気 す る 過 給 式 エ ン ジ ン へ の 給
気 手 段 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 周 知 の よ う に 、 エ ン ジ ン が 発 生 す る 出 力 は 、 燃 焼 室 内 に 供 給 さ れ る 空 気 の 量 に よ っ て 決
ま る 。 こ の 出 力 を 増 大 さ せ る た め に 、 エ ン ジ ン の 燃 焼 室 内 に 供 給 さ れ る 前 に 圧 縮 さ れ た 吸
気 が 用 い ら れ る 。 こ の 空 気 は 、 一 般 に 過 給 気 と 呼 ば れ て お り 、 タ ー ボ 過 給 機 な ど の 任 意 の
公 知 の 手 段 に よ っ て 圧 縮 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 願 の 出 願 人 に よ っ て 出 願 さ れ て い る 特 許 文 献 １ に 既 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 直 接 噴
射 の 過 給 式 エ ン ジ ン の 出 力 は 、 燃 焼 室 内 に 供 給 さ れ る 過 給 気 の 量 を 増 や す こ と に よ っ て 、
さ ら に 増 大 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 燃 焼 室 内 に 含 ま れ る 残 留 燃 焼 ガ ス は 、
こ の エ ン ジ ン の 吸 気 行 程 の 開 始 時 に 排 出 さ れ 、 過 給 気 に 置 き 換 え ら れ る 。 こ の 動 作 は 、 燃
焼 ガ ス の 掃 気 と 呼 ば れ 、 排 気 弁 と 吸 気 弁 と の オ ー バ ー ラ ッ プ に よ っ て 実 現 さ れ る 。 こ の 動
作 の 終 了 時 に も 、 吸 気 行 程 は 継 続 し 、 排 気 弁 が 閉 じ る と 、 燃 料 が 燃 焼 室 内 に 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ２ ０ ０ ２ 年 ６ 月 ２ １ 日 に 出 願 さ れ て い る 仏 国 特 許 出 願 第 ０ ２ ／ ０ ７ ， ６ ９ ３ 号 明 細 書 の
中 で よ り 詳 細 に 説 明 さ れ て い る よ う に 、 出 願 人 は 間 接 噴 射 の 過 給 式 エ ン ジ ン の 構 成 内 に こ
の 構 成 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 燃 焼 ガ ス の 掃 気 動 作 は 、 実 質 的 に は 管 と 弁 と か ら な る 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気
用 の 特 別 な 吸 気 手 段 を 追 加 す る こ と に よ っ て 、 こ の エ ン ジ ン 内 で 行 わ れ る よ う に な っ て い
る 。 し た が っ て 、 こ の エ ン ジ ン は 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 が 掃 気 動 作 中 に 燃 焼 室
内 に 流 入 す る こ と を 可 能 に す る 第 １ の 吸 気 手 段 と 、 第 １ の 吸 気 手 段 が 閉 じ た と き に 、 燃 料
が 混 合 さ れ て い る 過 給 気 が 燃 焼 室 内 に 流 入 す る こ と を 可 能 に す る 第 ２ の 吸 気 手 段 と を 有 し
て い る 。 し た が っ て 、 燃 焼 ガ ス の 掃 気 動 作 は 、 エ ン ジ ン の 吸 気 行 程 の 開 始 時 に 、 排 気 弁 と
燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 用 の 吸 気 弁 と に よ っ て 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の オ
ー バ ー ラ ッ プ 中 は 、 排 気 弁 は 開 い た ま ま で あ り 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 は 第 １ の
吸 気 手 段 を 介 し て 燃 焼 室 内 に 流 入 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 残 留 燃 焼 ガ ス は 、 燃 料
が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 に 置 き 換 え ら れ る 。 掃 気 動 作 の 終 了 時 に 、 排 気 弁 が 閉 じ 、 燃 料
を 含 ん だ 過 給 気 は 、 マ ル チ ポ イ ン ト 燃 料 イ ン ジ ェ ク シ ョ ン の 場 合 に は 燃 料 イ ン ジ ェ ク タ を
備 え て い る 他 の 吸 気 手 段 を 介 し て 燃 焼 室 内 に 流 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 般 に 、 吸 気 管 の 自 由 端 は 、 過 給 気 の 供 給 手 段 、 通 常 は 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド に 接 続 さ れ
て お り 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド の 入 口 は 空 気 圧 縮 手 段 の 出 口 に 接 続 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 仏 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ， ７ ８ １ ， ０ １ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 エ ン ジ ン の 動 作 中 は 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド に 流 入 し た 過 給 気 は 、 全 て の 吸 気 管 に 全 体 的
に 供 給 さ れ る 。 こ の 場 合 、 燃 料 が 混 合 さ れ た 過 給 気 と 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 用 の
吸 気 管 か ら の 過 給 気 と が 混 合 さ れ る お そ れ が あ る 。 そ の た め 、 吸 気 行 程 の 開 始 時 に 掃 気 動
作 が 実 行 さ れ た と き に は 、 部 分 的 に 燃 料 が 混 合 さ れ た 過 給 気 が 燃 焼 室 内 に 供 給 さ れ 、 そ れ
か ら 、 燃 焼 ガ ス と と も に 排 気 弁 を 介 し て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の こ と は 、 燃 料 の 消 費 を 増 大 さ せ 、 未 燃 焼 の 炭 化 水 素 な ど が 排 気 時 に 排 出 さ れ る こ と
に つ な が る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ の た め 、 本 発 明 は 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド 内 の 音 響 効 果 に 対 し て 有 利 に 働 き つ つ 、 ２ つ
の 吸 気 手 段 の 間 を 燃 料 が 迂 回 す る こ と を 防 止 す る 、 簡 単 な 構 成 の 過 給 気 供 給 手 段 に よ っ て
、 前 述 の 欠 点 を 克 服 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 一 方 の 種 類 が 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 の 吸 気 手 段 で あ
り 、 他 方 の 種 類 が 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い る 過 給 気 の 吸 気 手 段 で あ る 、 ２ 種 類 の 過 給 気 吸 気
手 段 を 備 え て い る 少 な く と も １ つ の シ リ ン ダ を 有 し 、 供 給 手 段 に よ っ て 吸 気 手 段 に 過 給 気
が 供 給 さ れ る 、 特 に 間 接 噴 射 の 過 給 式 内 燃 エ ン ジ ン に お い て 、 供 給 手 段 は 、 吸 気 手 段 の 各
々 の 種 類 用 の 特 別 な 過 給 気 供 給 装 置 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 特 に 間 接 噴 射 の 過 給
式 内 燃 エ ン ジ ン に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 供 給 手 段 が 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド を 有 し て い る 場 合 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド は 両 過 給 気 供 給
装 置 を 画 定 す る 内 部 の 仕 切 り を 有 し て い る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 の 過 給 気 供 給 装 置 は 、 過 給 気 入 口 と 、 他 方 の 過 給 気 供 給 装 置 と の 連 通 を 可 能 に す る
手 段 と を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 連 通 手 段 は 、 両 過 給 気 供 給 装 置 を 接 続 す る 管 路 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 接 続 管 路 は 絞 り 手 段 を 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 連 通 手 段 は 、 仕 切 り に 通 路 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 通 路 は 逆 止 手 段 ま た は 絞 り 手 段 を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 供 給 手 段 は 、 両 過 給 気 供 給 装 置 に 共 通 す る 空 気 入 口 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 空 気 入 口 は 、 各 過 給 気 供 給 装 置 内 へ の 吸 気 を 制 御 す る 絞 り 手 段 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 絞 り 手 段 は バ タ フ ラ イ バ ル ブ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 供 給 手 段 は 、 各 過 給 気 供 給 装 置 用 の 空 気 入 口 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 一 方 の 種 類 が 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 の 吸 気 手 段 で あ り 、 他
方 の 種 類 が 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い る 過 給 気 の 吸 気 手 段 で あ る 、 ２ 種 類 の 過 給 気 吸 気 手 段 を
備 え て い る 少 な く と も １ つ の シ リ ン ダ を 有 し 、 供 給 手 段 に よ っ て 吸 気 手 段 に 過 給 気 が 供 給
さ れ る 、 特 に 間 接 噴 射 の 過 給 式 内 燃 エ ン ジ ン 用 の 過 給 気 の 供 給 方 法 に お い て 、 各 々 の 種 類
の 吸 気 手 段 に 過 給 気 を 別 々 に 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 、 過 給 気 の 供 給 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 々 の 種 類 の 吸 気 手 段 に 過 給 気 を 連 続 的 に 供 給 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 各 々 の 種 類 の 吸 気 手 段 に 過 給 気 を 同 時 に 供 給 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の そ の 他 の 特 徴 と 利 点 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 非 限 定 的 な 例 に よ る 以 降 の 説 明
を 読 む こ と で 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ は 、 特 に ガ ソ リ ン エ ン ジ ン で あ っ て 好 ま し く は 火 花 点 火 式 の エ ン ジ ン で あ る 、 間 接
噴 射 の 過 給 式 内 燃 エ ン ジ ン の シ リ ン ダ １ ０ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 シ リ ン ダ １ ０ は 、 吸 気 管 １ ６ お よ び １ ８ と 吸 気 弁 ２ ０ お よ び ２ ２ な ど の 遮 断 手 段 と を 各
々 が 備 え て い る 、 ２ つ の 種 類 の 過 給 気 吸 気 手 段 １ ２ お よ び １ ４ を 有 し て い る 。 吸 気 管 １ ８
は 燃 料 噴 射 手 段 ２ ４ を 備 え て い る が 、 吸 気 管 １ ６ は 燃 料 噴 射 手 段 を 備 え て い な い 。 以 下 で
は 、 説 明 を 簡 略 化 す る た め に 、 吸 気 管 １ ６ と 吸 気 弁 ２ ０ を 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気
吸 気 管 お よ び 弁 と 呼 び 、 吸 気 管 １ ８ と 吸 気 弁 ２ ２ を 燃 料 が 混 合 さ れ て い る 過 給 気 吸 気 管 お
よ び 弁 と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の シ リ ン ダ １ ０ は 、 排 気 管 ２ ８ と 排 気 弁 な ど の 遮 断 手 段 ３ ０ と を 備 え て い る ２ つ の 排
気 手 段 ２ ６ も 有 し て い る 。 吸 気 手 段 と 排 気 手 段 は 、 ピ ス ト ン ３ ４ の 上 側 部 分 と 共 に こ の シ
リ ン ダ １ ０ の 燃 焼 室 ３ ６ を 画 定 す る こ と を 可 能 に し て い る シ リ ン ダ ヘ ッ ド ３ ２ に よ っ て 支
持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 吸 気 行 程 の 開 始 時 に ピ ス ト ン ３ ４ の 上 死 点 付 近 に あ る と き に 、 燃 焼 室 ３ ６ 内 の 燃 焼 ガ ス
の 掃 気 を 実 行 す る よ う に 、 排 気 弁 ２ ６ と 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 吸 気 弁 ２ ０ と の 間
で オ ー バ ー ラ ッ プ が 実 現 す る 。 し た が っ て 、 燃 焼 室 ３ ６ 内 に 存 在 す る 燃 焼 ガ ス の 圧 力 よ り
も 高 い 圧 力 を 有 し て い る 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 は 、 燃 焼 室 内 ３ ６ を 通 過 す る こ
と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 排 気 弁 ３ ０ を 介 し て 燃 焼 ガ ス を 排 出 さ せ る よ う に 燃 焼 ガ ス を 掃 気
す る 。 排 気 弁 ３ ０ が 閉 じ る と す ぐ に 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い る 過 給 気 の 吸 気 弁 ２ ２ が 開 き 、
過 給 気 と 燃 料 と の 混 合 気 が 燃 焼 室 ３ ６ 内 に 流 入 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ か ら わ か る よ う に 、 シ リ ン ダ １ ０ は 、 少 な く と も １ つ の シ リ ン ダ 、 一 般 的 に は ４ つ
の シ リ ン ダ を 有 し 、 エ ン ジ ン ブ ロ ッ ク ３ ３ に 支 持 さ れ た シ リ ン ダ ヘ ッ ド ３ ２ を 備 え て い る
エ ン ジ ン の 一 部 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 各 シ リ ン ダ １ ０ の 吸 気 管 １ ６ お よ び １ ８ の 各 々 は 、 一 般 に 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド と 呼 ば れ
、 入 口 ４ ０ に よ っ て タ ー ボ 過 給 機 な ど の 空 気 圧 縮 手 段 （ 不 図 示 ） の 出 口 に 接 続 さ れ て い る
空 気 供 給 手 段 ３ ８ に 独 立 に 接 続 さ れ て い る 。 入 口 ４ ０ は 、 こ の 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ 内
に 供 給 さ れ る 過 給 気 の 量 を 調 節 可 能 な 、 た と え ば バ タ フ ラ イ バ ル ブ で あ る 絞 り 手 段 ４ ２ を
備 え て い る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ は
、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ を 独 立 し た ２ つ の 半 体 の マ ニ フ ォ ー ル ド に 分 け る こ と を 可 能 に
し て い る 内 部 の 仕 切 り ４ ４ を 有 し て い る 。 こ の 仕 切 り ４ ４ は 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ を
実 質 的 に 均 等 で 密 閉 さ れ た ２ つ の 部 分 に 分 割 す る こ と で 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ の 最 大
長 さ に わ た っ て 水 平 方 向 に 延 び て い る 、 密 閉 さ れ た 壁 か ら な る こ と が 好 ま し い 。 第 １ の マ
ニ フ ォ ー ル ド 半 体 ４ ６ は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド と 呼 ば れ 、 絞 り 手 段 ４ ２ を 備 え て い る 過 給
気 入 口 ４ ０ を 有 し て お り 、 か つ 掃 気 オ リ フ ィ ス と 呼 ば れ て い る オ リ フ ィ ス ４ ８ を 介 し て 、
シ リ ン ダ １ ０ の 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 過 給 気 の 吸 気 管 １ ６ の 各 々 に 供 給 す る こ と を 可 能
に し て い る 。 第 ２ の マ ニ フ ォ ー ル ド 半 体 ５ ０ は 、 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド と 呼 ば れ 、 燃 料 が 混
合 さ れ て い る 過 給 気 吸 気 管 １ ８ を こ の 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ の 内 部 に 連 通 さ せ る こ と を
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可 能 に す る 、 噴 射 オ リ フ ィ ス と 呼 ば れ て い る オ リ フ ィ ス ５ ２ を 有 し て い る 。 掃 気 マ ニ フ ォ
ー ル ド ４ ６ は 、 過 給 気 を 管 路 ５ ６ を 介 し て 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ 内 に 設 け ら れ て い る 空
気 入 口 ５ ８ に 供 給 す る こ と が 可 能 な 過 給 気 出 口 ５ ４ も 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 吸 気 の 種 類 ご と に １ つ ず つ 、 ２ つ の 別 個 の 、 つ ま り 独 立 し た 過 給 気 供
給 装 置 が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 供 給 装 置 ４ ６ は 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い な い 空 気 を 吸 気 管
１ ６ と マ ニ フ ォ ー ル ド 半 体 ５ ０ に 供 給 し 、 第 ２ の 供 給 装 置 は 燃 料 が 混 合 さ れ て い る 空 気 を
吸 気 管 １ ８ だ け に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 エ ン ジ ン の 動 作 中 は 、 過 給 気 は 、 入 口 ４ ０ を 通 っ て 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ 内 に 流 入 し
、 同 時 に 、 オ リ フ ィ ス ４ ８ を 通 っ て 吸 気 管 １ ６ に 供 給 さ れ 、 そ れ か ら 、 管 路 ５ ６ を 通 っ て
、 吸 気 管 １ ８ 用 の 、 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ の オ リ フ ィ ス ５ ２ に 供 給 さ れ る 。 過 給 気 の 一
連 の 循 環 は 、 こ の よ う に し て 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ か ら 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ へ 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し た が っ て 、 燃 焼 ガ ス の 掃 気 動 作 中 に は 吸 気 管 １ ６ お よ び １ ８ の 間 で 迂 回 が 発 生 せ ず 、
こ れ は 、 出 願 人 に よ り 出 願 さ れ た 仏 国 特 許 出 願 第 ０ ２ ／ ０ ７ ， ６ ９ ３ 号 明 細 書 に お い て 説
明 さ れ て い る 掃 気 動 作 と 同 様 で あ る 。 実 際 に 、 掃 気 オ リ フ ィ ス ４ ８ と 噴 射 オ リ フ ィ ス ５ ２
は 仕 切 り ４ ４ に よ っ て 物 理 的 に 分 離 さ れ て い て 、 両 者 の 間 に 連 通 は 生 じ 得 な い 。 な お 、 過
給 気 の 供 給 は 、 異 な る 種 類 の 吸 気 管 に 対 し て 別 々 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ の 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 図 ３ の 実 施 形 態 と 実 質 的 に 同 一 で あ り 、 し た が っ て 同 じ 参 照
番 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ か ら 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ 内 に 流 入 す る 過
給 気 の 量 の 制 御 を 可 能 に す る 、 バ タ フ ラ イ バ ル ブ な ど の 絞 り 手 段 ６ ０ が 管 路 ５ ６ に 設 け ら
れ て い る
　 エ ン ジ ン の 動 作 中 は 、 過 給 気 の 量 は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ 内 に 流 入 さ せ ら れ る 空 気
用 の バ ル ブ ４ ２ だ け で 制 御 さ れ て い る の で は な く 、 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ に 供 給 さ れ る
空 気 用 の バ ル ブ ６ ０ に よ っ て も 制 御 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ の 実 施 形 態 は 、 前 述 の 実 施 形 態 に 類 似 し て お り 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ に は 、 吸
気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ を 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ と 噴 射 の マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ と に 分 割 可
能 な 仕 切 り が 同 様 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 仕 切 り は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ か ら 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ に 過
給 気 を 供 給 す る こ と を 可 能 に す る 通 路 ６ ４ を 有 し て い る 内 部 の 壁 ６ ２ か ら な る 。 こ の 壁 ６
２ は 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ を 実 質 的 に 同 一 な ２ つ の 部 分 に 分 割 す る こ と で 、 吸 気 マ ニ
フ ォ ー ル ド ３ ８ の 最 大 長 さ に わ た っ て 水 平 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 過 給 気 は 、 絞 り 手 段 ４ ２ が 設 け ら れ て い る 過 給 気 入 口 ４ ０ を 通 っ て 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド
４ ６ 内 に 流 入 し 、 掃 気 オ リ フ ィ ス ４ ８ に 供 給 さ れ 、 そ れ か ら 、 通 路 ６ ４ を 通 っ て 噴 射 マ ニ
フ ォ ー ル ド ５ ０ 内 に 流 れ 込 ん で 噴 射 オ リ フ ィ ス ５ ２ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 通 路 ６ ４ は 、 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ 内 に 存 在 し て い る 過
給 気 が 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ 内 に 逆 流 す る の を 防 止 す る 逆 止 弁 の よ う な 逆 止 手 段 ６ ６ を
備 え て い る こ と が 有 利 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 逆 止 手 段 に よ り 、 燃 料 が 混 合 さ れ て い る
過 給 気 が 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド 内 に 逆 流 す る お そ れ が 全 く 無 く な る こ と が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 通 路 ６ ４ は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ か ら 噴 射 マ ニ フ ォ ー
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ル ド ５ ０ へ 供 給 さ れ る 空 気 の 量 を 制 御 す る こ と を 可 能 に す る バ タ フ ラ イ バ ル ブ な ど の 絞 り
手 段 ６ ８ を 備 え て い る こ と が さ ら に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ か ら 図 ７ に 示 し た 例 で は 、 掃 気 用 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ へ 過 給 気 を 連 続 し て 供 給 し た
後 に 、 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ へ 過 給 気 を 連 続 し て 供 給 す る こ と に よ り 、 迂 回 現 象 を 防 止
す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ８ の 実 施 形 態 は 、 バ タ フ ラ イ バ ル ブ か ら な る 絞 り 手 段 ４ ３ を 備 え た 過 給 気 入 口 ４ １ を
備 え て い る 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ を 示 し て い る 。 こ の 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ は 、 掃 気
オ リ フ ィ ス ４ ８ を 有 し て い る 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ と 噴 射 オ リ フ ィ ス ５ ２ を 有 し て い る
噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ と を 画 定 す る こ と を 可 能 に す る 内 部 の 仕 切 り ７ ０ を 、 自 身 の 容 積
内 に 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 過 給 気 入 口 ４ １ は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ と 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５
０ と に 同 時 に 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 同 時 供 給 を 達 成 す る た め に 、 仕
切 り ７ ０ は 、 過 給 気 入 口 ４ １ の 側 端 が バ タ フ ラ イ バ ル ブ ４ ３ の 水 平 方 向 の 回 転 軸 ７ ２ を 通
る 平 面 と 同 一 平 面 上 に 配 置 さ れ る よ う に 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ の 最 大 長 さ に わ た っ て
水 平 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 バ タ フ ラ イ バ ル ブ ４ ３ の 両 方 の 羽 根 ７ ４ お よ び ７ ６ は 、 過 給 気 入 口 ４ １ が 閉 じ た 位 置 で
、 仕 切 り ７ ０ を 通 る 平 面 に 対 し て 直 交 し な い よ う に 延 び て い る こ と が 有 利 で あ る 。 こ の 図
の 例 で は 、 羽 根 ７ ４ は 、 回 転 軸 ７ ２ を 通 っ て い る 垂 直 軸 に 対 し て 前 方 、 つ ま り 空 気 の 循 環
方 向 に 傾 い て お り 、 羽 根 ７ ６ は 、 こ の 循 環 方 向 と は 逆 向 き で あ る 後 方 に 傾 い て い る 。 こ の
構 成 に よ り 、 バ タ フ ラ イ バ ル ブ ４ ３ が 部 分 的 に 開 い た 位 置 で は 、 バ タ フ ラ イ バ ル ブ ４ ３ の
羽 根 ７ ４ は こ の 空 気 の 循 環 と 同 じ 方 向 に な る の で 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ に 対 す る 過 給
気 の 供 給 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ９ は 、 図 ８ の 変 形 例 で あ る 他 の 実 施 形 態 を 有 利 に 示 し て お り 、 そ の た め 同 じ 参 照 番 号
を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ は 過 給 気 出 口 ７ ８ を 有 し て お り 、 噴 射 マ ニ フ
ォ ー ル ド ５ ０ は 接 続 管 路 ８ ２ に よ っ て 空 気 出 口 ７ ８ に 接 続 さ れ て い る 過 給 気 入 口 ８ ０ を 備
え て い る 。 こ の 図 に 点 線 で 示 さ れ て い る よ う に 、 接 続 管 路 ８ ２ は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４
６ か ら 流 入 さ れ る 過 給 気 の 量 を 制 御 す る こ と を 可 能 に す る 、 バ タ フ ラ イ バ ル ブ な ど の 絞 り
手 段 ８ ４ を 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 図 ８ の 他 の 変 形 例 を 示 す 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 変 形 例 で は 、 バ タ フ ラ イ バ ル ブ ４ ３ の 回 転 軸 ７ ２ は 、 仕 切 り ７ ０ を 通 る 平 面 に 対 し て
実 質 的 に 垂 直 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 し た が っ て 、 過 給 気 は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ と 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ と に 実 質 的
に 同 一 の 状 態 で 流 入 し 、 バ タ フ ラ イ バ ル ブ ４ ３ の 羽 根 ７ ４ お よ び ７ ６ は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー
ル ド ４ ６ と 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ と の 間 の 過 給 に 関 す る 制 御 に は 全 く 影 響 を 及 ぼ し て い
な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ １ は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ と 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ と を 上 述 の よ う に 形 成 す
る よ う に 、 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ３ ８ が 仕 切 り ８ ６ に よ っ て 分 割 さ れ て い る 、 他 の 実 施 形 態
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ は 絞 り 手 段 ９ ０ を 備 え た 過 給 気 入 口 ８ ８ を 備 え て お り 、 ま た 、
噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ は 絞 り 手 段 ９ ４ を 備 え た 過 給 気 入 口 ９ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 掃 気 用 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ は 、 た と え ば バ タ フ ラ イ バ ル ブ の 形 態 の 絞 り 手 段 １ ０ ２ を 有
利 に 備 え て い る 接 続 管 路 １ ０ ０ に よ っ て 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ に 設 け ら れ て い る 空 気 入
口 ９ ８ に 連 通 し て い る 過 給 気 出 口 ９ ６ を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ８ か ら 図 １ １ に 示 し た 実 施 形 態 で は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ と 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド
５ ０ へ の 過 給 気 の 供 給 は 実 質 的 に 同 時 に 実 行 さ れ 、 こ れ ら の マ ニ フ ォ ー ル ド は 同 一 の 空 気
入 口 を 介 し て 供 給 さ れ 、 あ る い は 各 々 の マ ニ フ ォ ー ル ド が 特 別 の 過 給 気 入 口 を 介 し て 供 給
さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 迂 回 現 象 を 防 止 す る こ と も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 あ ら ゆ る 変 形 例 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ３ か ら 図 ７ に 関 連 し て 説 明 し た 例 に お い て は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ と 噴 射 マ ニ フ
ォ ー ル ド ５ ０ は 過 給 気 が こ の 順 番 で 供 給 さ れ る こ と に つ い て 特 に 説 明 し た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 構 成 は 、 エ ン ジ ン が 高 負 荷 で 動 作 す る と き に は 特 に 有 利 で あ る 。 部 分 負 荷 で 動 作 す
る 場 合 に は 、 空 気 入 口 ４ ０ を 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ 上 に 配 置 す る こ と に よ っ て 、 空 気 を
噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ 内 に 供 給 し 、 そ れ か ら 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ 内 に 供 給 す る こ と
に よ り 、 空 気 の 供 給 を 逆 の 順 序 に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 さ ら に 、 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 さ れ て い る ケ ー ス で は 、 バ タ フ ラ イ バ ル ブ ４ ３ の 羽 根 ７ ４
お よ び ７ ６ の 傾 き は 、 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ４ ６ へ の 過 給 気 の 供 給 に 好 都 合 で あ る 。 こ の 傾
き は 、 羽 根 ７ ６ が 前 方 に 傾 き 、 羽 根 ７ ４ が 後 方 に 傾 く よ う に 逆 向 き に す る こ と が 可 能 で あ
る 。 そ の 場 合 、 過 給 気 の 供 給 は 、 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ５ ０ の 高 さ で 有 利 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 で 用 い ら れ て い る 、 燃 焼 ガ ス を 掃 気 す る 過 給 式 エ ン ジ ン の シ リ ン ダ を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 過 給 気 供 給 装 置 を 用 い て い る 本 発 明 の エ ン ジ ン を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 線 Ａ Ａ に 沿 っ た 部 分 断 面 を 含 み 、 図 ２ と 関 連 し て 本 発 明 の 過 給 気 供 給 装 置
の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 線 Ａ Ａ に 沿 っ た 部 分 断 面 を 含 み 、 図 ２ と 関 連 し て 本 発 明 の 過 給 気 供 給 装 置
の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 線 Ａ Ａ に 沿 っ た 部 分 断 面 を 含 み 、 図 ２ と 関 連 し て 本 発 明 の 過 給 気 供 給 装 置
の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 線 Ａ Ａ に 沿 っ た 部 分 断 面 を 含 み 、 図 ２ と 関 連 し て 本 発 明 の 過 給 気 供 給 装 置
の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ２ の 線 Ａ Ａ に 沿 っ た 部 分 断 面 を 含 み 、 図 ２ と 関 連 し て 本 発 明 の 過 給 気 供 給 装 置
の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ２ の 線 Ａ Ａ に 沿 っ た 部 分 断 面 を 含 み 、 図 ２ と 関 連 し て 本 発 明 の 過 給 気 供 給 装 置
の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ２ の 線 Ａ Ａ に 沿 っ た 部 分 断 面 を 含 み 、 図 ２ と 関 連 し て 本 発 明 の 過 給 気 供 給 装 置
の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ２ の 線 Ａ Ａ に 沿 っ た 部 分 断 面 を 含 み 、 図 ２ と 関 連 し て 本 発 明 の 過 給 気 供 給 装
置 の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ２ の 線 Ａ Ａ に 沿 っ た 部 分 断 面 を 含 み 、 図 ２ と 関 連 し て 本 発 明 の 過 給 気 供 給 装
置 の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ６ １ 】
１ ０ 　 　 シ リ ン ダ
１ ２ ， １ ４ 　 　 過 給 気 吸 気 手 段
１ ６ ， １ ８ 　 　 吸 気 管
２ ０ ， ２ ２ 　 　 吸 気 弁
２ ４ 　 　 燃 料 噴 射 手 段
２ ６ 　 　 排 気 手 段
２ ８ 　 　 排 気 管
３ ０ 　 　 遮 断 手 段
３ ２ 　 　 シ リ ン ダ ヘ ッ ド
３ ３ 　 　 エ ン ジ ン ブ ロ ッ ク
３ ４ 　 　 ピ ス ト ン
３ ６ 　 　 燃 焼 室
３ ８ 　 　 空 気 供 給 手 段 （ 吸 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ）
４ ０ ， ４ １ ， ５ ８ ， ８ ０ ， ８ ８ ， ９ ２ ， ９ ８ 　 　 入 口
４ ２ ， ４ ３ ， ６ ０ ， ６ ８ ， ８ ４ ， ９ ０ ， ９ ４ ， １ ０ ２ 　 　 絞 り 手 段 （ バ タ フ ラ イ バ ル ブ ）
４ ４ ， ６ ２ ， ７ ０ ， ８ ６ 　 　 仕 切 り
４ ６ 　 　 第 １ の マ ニ フ ォ ー ル ド 半 体 （ 掃 気 マ ニ フ ォ ー ル ド ）
４ ８ ， ５ ２ 　 　 オ リ フ ィ ス
５ ０ 　 　 第 ２ の マ ニ フ ォ ー ル ド 半 体 （ 噴 射 マ ニ フ ォ ー ル ド ）
５ ４ ， ７ ８ ， ９ ６ 　 　 出 口
５ ６ 　 　 管 路
６ ２ 　 　 内 部 の 壁
６ ４ 　 　 通 路
６ ６ 　 　 逆 止 手 段 （ 逆 止 弁 ）
７ ２ 　 　 回 転 軸
７ ４ ， ７ ６ 　 　 羽 根
８ ２ ， １ ０ ０ 　 　 接 続 管 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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